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次期「新させぼっ子未来プラン」の構成及び新たな視点等について 

  

１.次期プランの構成について 

 次世代育成支援佐世保市行動計画 

 ◆次期プランの政策体系については、次のとおり４層構造とします。 

階 層 プラン骨子案〔抜粋例示〕 

①｢政策｣(目指す姿／基本理念) 子どもを安心して産み、楽しく育て、子どもが健やかに

成長できるまち 

②｢施策｣ 母子保健の推進と安心な育児環境の充実 

③｢取組の方向性｣ 母子への切れ目のない支援と育児不安の軽減 

④｢具体的な取組｣(主要事業) 育児相談指導事業、子ども子育て応援センター事業 

子ども・子育て支援事業計画 

 ◆｢子ども・子育て支援法｣に基づき、次の要素(項目)を基本に構成します。 

 基本要素(項目) 

①｢教育・保育提供区域の設定｣ 

②｢教育・保育の量の見込み及び提供体制の確保内容・実施時期｣ 

③｢地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び提供体制の確保内容・実施時期｣ 

④｢子ども・子育て支援給付に係る教育・保育の一体的提供及び当該教育・保育の推進に

関する体制の確保｣ 

 

◆量の見込み算出の仕方について 

アンケート調査において保護者の就労状況及び今後の就労希望から潜在的な家庭類型を算出し、

家庭類型別の児童数と各事業の利用希望をあわせて見ることで、量の見込み数を算出します。 

 

 

 

 

資料４ 
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○子ども・子育て支援事業計画 量の見込み算出の流れ 

量の見込み算出については、国の「市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見

込み」の算出のための手引き」及び「第二期市町村子ども・子育て支援事業計画における「量

の見込み」の算出等のための考え方」に準じて算出します。 

 

【算出の流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Step １ 

 児童人口の将来推計 

Step ２ 

 潜在家庭類型 

 割合の算出 

Step ３ 

 家庭類型別の児童数の算出 

Step ４ 

 利用意向率 

 の算出 

Step ５ 

 量の見込み算出 

Step ６ 

 目標事業量の設定 

計画年間における児童人口（０～５歳人口）

の推計を行う。 

ニーズ調査より家庭類型及び潜在

家庭類型の割合を算出する。 

推計児童数×潜在家庭類型割合で家庭類型

別の推計児童数を算出する。 

各事業の利用意向率（全体のうち、何

人がその事業を利用したいと思って

いるかの割合）を算出する。 

家庭類型別児童数×利用意向率により、

量の見込みを算出する。 

各事業の利用実績を勘案しながら見込み量を精査し、目標

事業量を協議・検討する。（第 2回以降の分科会にて） 
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Step １．児童人口の将来推計 

平成 26～30 年の５年間の人口をもとに、コーホート変化率法により次期計画期間における児

童人口推計を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

＜参考：次期計画期間における児童人口推計値＞（単位：人） 

年齢 
2018 年 

（実績値） 
2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

2020 年から 

2024 年にかけての 

減少人口 

０歳 1,956 2,000 1,972 1,945 1,914 1,880 1,853 -119 

１歳 2,051 1,908 1,951 1,924 1,897 1,867 1,834 -117 

２歳 2,219 2,021 1,880 1,922 1,896 1,869 1,840 -40 

３歳 2,034 2,192 1,996 1,857 1,898 1,872 1,846 -150 

４歳 2,111 2,006 2,161 1,968 1,831 1,872 1,846 -315 

５歳 2,241 2,119 2,013 2,169 1,976 1,838 1,879 -134 

６歳 2,212 2,234 2,113 2,007 2,163 1,970 1,833 -280 

７歳 2,237 2,226 2,248 2,126 2,020 2,177 1,982 -266 

８歳 2,269 2,244 2,234 2,256 2,134 2,027 2,185 -49 

９歳 2,260 2,267 2,243 2,232 2,254 2,132 2,026 -217 

１０歳 2,279 2,265 2,272 2,248 2,237 2,259 2,137 -135 

１１歳 2,223 2,278 2,264 2,271 2,246 2,236 2,258 -6 

合計 26,092 25,760 25,347 24,925 24,466 23,999 23,519 -1,828 

就学前 12,612 12,246 11,973 11,785 11,412 11,198 11,098 -953 

小学生 13,480 13,514 13,374 13,140 13,054 12,801 12,421 -875 

 

 

計画期間中において、全ての年齢において人口は減少すると推計されており、全体で 1,828 人

の減少が予測されています。特に４歳児では 315 人、６歳児では 280 人、７歳児では 266 人と減

少幅が大きくなっています。  

資料：佐世保市年齢別の推計人口【毎年：10月 1日現在】 

推計値 
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Step ２．潜在家庭類型割合の算出 

家庭類型とは、父母の就労状況によって１号、２、３号を判定するための区分です。ニーズ調

査から家庭類型割合を算出し、さらに、現在パートタイムの人がフルタイム就労する予定がある

のか、無業の人がフルタイムまたはパートタイムで就労する予定があるのかの意向によって、近

い将来の“潜在”家庭類型割合を算出します。実際にニーズ量を算出する際はこちらの潜在家庭

類型割合を使用します。 

 

＜ニーズ量算出における家庭類型の種類＞ 

タイプ 父母の有無と就労状況 タイプ 父母の有無と就労状況 

タイプ A ひとり親家庭 タイプ D 専業主婦（夫） 

タイプ B フルタイム×フルタイム タイプ E パートタイム×パートタイム 

（就労時間：双方が月 60 時間以上） タイプ C フルタイム×パートタイム 

（就労時間：月 60 時間以上） タイプ E’ パートタイム×パートタイム 

（就労時間：いずれかが月 60 時間

未満） 

タイプ C’ フルタイム×パートタイム 

（就労時間：月 60 時間未満） 

タイプ F 無業×無業 

 

 ＜潜在家庭類型の算出例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step ３．家庭類型別の児童数の算出 

 

例１〕現在専業主婦となっているが、パートタイム就労の意向がある 

→ タイプＤ⇒タイプＣ 

例２〕現在フルタイムとパートタイムだが、両親ともフルタイムになる 

→ タイプＣ⇒タイプＢ 

 

この場合、 

【現在】 

母親：専業主婦 

父親：フルタイム 

⇒タイプＤ 

【潜在】 

母親：パートタイム 

  （60 時間未満） 

父親：フルタイム 

⇒タイプＣ´ 

 

となります。 

○ニーズ調査票 問９ 
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推計児童人口（各年齢）に各家庭類型割合を掛け合わせ、計画期間中に潜在家庭類型ごとの児

童数が何人で推移していくかを推計します。 

 

＜家庭類型別児童数の推計算出イメージ 1〜2 歳・2020 年＞（単位：人） 

 

 

 

 

 

      

Step ４．利用意向率の算出 

ニーズ調査から各事業の利用意向率（全体のうち、何人がその事業を利用したいと思っている

かの割合）を年齢別、家庭類型別に算出します。 

 

○ニーズ調査票 問 11（現在利用している事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ニーズ調査票 問 12（利用を希望している事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ⇒この設問から利用意向率を算出  

a:推計児童数（人） b:潜在家族類型（割合） c:家族類型別児童数

タイプＡ ひとり親 × 0.8% = 32
タイプＢ フルタイム×フルタイム × 38.1% = 1,461
タイプＣ フルタイム×パートタイム × 37.3% = 1,429
タイプＥ パート×パート × 0.6% = 22

3,831
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Step ５．量の見込み算出 

各年の家庭類型別の推計児童数に各事業の利用意向率を掛け合わせ、ニーズ量（実際に各事業

を利用したいと思う人の推計）を算出します。 

 

＜量の見込み算出イメージ 1〜2歳・3号認定・2020 年＞（単位：人） 

 

 

 

 

Step ６．目標事業量の設定 

ニーズ量はあくまでニーズ調査による利用希望をもとに推計したものであり、実績値との大き

なかい離が発生する場合が想定されることから、これまでの佐世保市での実績値や将来的な人口

推計を踏まえ、見込み量の数値を精査したうえで、現実的な目標事業量として設定します。 

 

 

 

 

 

  

c:家族類型別児童数 d:利用意向率（割合） e:ニーズ量（人）

タイプＡ ひとり親 32 × 66.7% = 22

タイプＢ フルタイム×フルタイム 1,461 × 85.7% = 1,252

タイプＣ フルタイム×パートタイム 1,429 × 77.1% = 1,101

タイプＥ パート×パート 22 × 100.0% = 22
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２.次期プランの新たな視点について 

 次世代育成支援佐世保市行動計画 

 ◎官民協働の視点から、｢施策｣を基本単位に『市民等に求められる姿勢・役割』を明記し

ます。 

〔例 示〕 

｢施策｣ 地域での子どもと子育ての支援 

※身近にいる子どもに関心を持ってふれ合い、地域の親睦を深めながら子どもを育てる

活動を進めています。 

｢施策｣ 幼児教育・保育の充実 

※幼児教育・保育を行う施設等は、需要に対する供給量の確保や幅広いニーズに対応す

るなど、利用する市民の立場を考慮したきめ細やかな支援を行います。 

 ◎目標管理の視点から、｢施策｣を基本単位に『ＫＰＩ』(重要業績評価指標)を設定します。 

〔例 示〕 

｢施策｣ 母子保健の推進と安心な育児環境の充実 

※乳幼児健康診査受診率 ／ 乳幼児福祉医療費受給資格の認定率 

 ◎施策間連携及び重点化の視点から、各施策を横断及び牽引する取組要素を束ねる『包括

的重点プロジェクト』を設定します。 

〔例 示〕 

※子どもの心身の安全を守るプロジェクト ／ 地域で子どもの居場所づくりプロジェクト ／  

ワークライフバランス推進プロジェクト ／ 市民目線での子育て情報発信プロジェクト  

子ども・子育て支援事業計画 

 ◎地域特性の視点から、｢教育・保育の量の見込み及び確保方策｣について、地域別に算出

します。 

 


